
ミクロン以下のゴミの混入の多い場合には,95%

グリセリンの上に細胞浮遊液を由ねて温心し.比

延による分離をさらにくわえ,グリセリンよりも

軽い分画からDNAを抽出する｡ハイドロオキシ

アパタイトをもちいたカラムクロマトグラフィー

を簡略化した操作によって.さらに不純物をとり

のぞき,セファデックスによるカラムクロマトグ

ラフィーののちエタノール沈毅した精製DNAを

PCR法による増幅に用いればよいことがわかっ

た｡なお,糞の表面を生理食塩水につけた綿棒で

なでて採取した直腸の脱落細胞のサンプルも同様

に処理すればよい｡

父子判定に用いる増幅領域は,すでにヒトから

多型の報告のある領域を試行錯誤的に増幅して検

討する手順が,GT/CAの反復配列をチンパンジー

のDNAから独自に検出して新たにPCR用のプ

ライマーをつくるよりも効率的であるとはかざら

ないという結果を得た｡

計画 :3-2

父子判定にもとづくニホンザルの行動解析

井上 美穂 (京都大 ･霊長研)

行動観察からは不明であったオスの繁殖をDN

A多型を用いて明らかにし,霊長頂の社会行動を

新たな視点から考察することを目的として研究を

進めている｡今年度の研究で次のような結果が得

られた｡

1)ニホンザル若桜グループの行動観察と父子

判定｡1987-1990年度の4年間にわたる観察と父

子判定より,オスの各年齢における交尾数や子供

数の平均から,生涯繁殖曲線を推定した.メスの

排卵日前後の交尾行動の観察より,コソソート関

係による高順位オスの独占的な交尾はメスの妊娠

後に多く行われていることが分かった｡また判定

された子供の父掛 まコソソート相手オスでない例

があり,高順位オスは子供をっくるという観点か

らは無駄な交尾を多くしていることがわかった｡

排卵日にあたるメスを交尾相手に選ぶ傾向はみら

れなかった｡メスゐ配偶者選択が交尾成立の鍵と

なっている可能性がある｡

2)新しい多型検出技術,PCR法の開発｡ニ

ホンザルで,マイクロサテライトと呼ばれている

G (グアニン)T (チミン)を単也とした繰り返

し配列の超可変領域の周辺をクローニングして塩

基配列を決定し,多型領域を増幅するPCRプラ

イマーを合成した｡ニホンザル以外にもカニクイ

ザル,バタスモンキー等の各種内で固体差を検出

できることが分かり.オナガザル科各種の血縁解

析に有効であることが示唆された｡PCR法は単

-のDNA統域の多型を比較するため,これまで

のサザン法によるミニサテライトDNAの多型検

出に比べて迫伝様式の確認が容易で,種内 ･種間

の迫伝的距離比較のマーカーとしても有効と思わ

れる｡また検出にアイソトープを用いる必要がな

く,体毛などから抽出した少皿で部分分解したD

NAであっても分析が可能であるため.捕泣 ･採

血の困難な野生群における血縁解析に有効な方法

である｡

今後,若桜グループで父子判定を継続してオス

の生涯繁残数の推定のため十指報を増やし,またニ

ホンザルと異なる社会梢迫を持っ地球の霊長類野

生群にも応用できる逝伝マーカーを開発するなど

検出法の改善を進めたい｡

計画 :3-3

ニホンザル放飼集団における雄の社会行動の継

時的変化

持田 呂二 (大阪大)

平成3年度は京都大学霊長環研究所のニホンザ

ル放飼-E三田 (嵐山出自)において争いにおける連

合形成を観察した.この史B]では平成 2年皮に,

それまで2位であった雄が新たに最優位班となっ

た｡この雄の連合形成のバターンの変化を中心に

現在資料の分析中である｡平成3年度は.平成2

年度までに得られた3つの放飼史団における連合

形成の資料を分析し雄の迎合形成の一般化を試み

第22回国際動物行動学会で先安した｡

放飼集団の成体雄による連合形成には,野生集

団における雄の生活史と放飼集団の特殊性の両方

が影響していると考えられる.成体雄による母系

的血縁個体への支援が非血縁への支援とほとんど

変わらないのは,母親や姉妹等の母系的血縁個体

とはいっでも関わりを持つことができる放飼集団

でも.雄の社会的関心は母系的血縁から離れて行

くためだと思われる｡そして,5歳-11歳の雄に

｢敗者への支援｣が少なかったのは,自分自身攻

撃を受ける可能性が高いので他個体を守るために

｢敗者への支援｣をする余裕が無いことが一つの
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